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一般社団法人日本粘土学会 平成 29年度第２回常務委員会議事録 

 

日 時：平成 29年 1月 28日（土）13:00～15:00 

場 所：早稲田大学 西早稲田キャンパス 55号館 S棟 4階 407室 

出席者：常務委員(17 名)：八田珠郎、千野裕之、小暮敏博、河野元治、日比野俊行、蛯名武雄、

丸茂克美、田村堅志、鈴木正哉、志々目正高、佐藤 努、横山信吾、篠原也寸

志、小口千明、鈴木憲子、太田俊一、手束聡子 

委任状(1名)：和田信一郎 

監 事(2名)：月村勝宏、山崎淳司 

事務局：土信田裕子 

成立の確認：常務委員総数 18名の過半数 10名 

出席常務委員 17名、委任状提出常務委員 1名、合計 18名で常務委員会の開催は成 

立 

 

審議事項 

１．平成 29年度事業中間報告 

各担当委員より、平成 28年度事業中間報告書の各事業項目について下記のとおり説明が行われ、

審議の結果、承認された。 

(1)学術雑誌の編集と発行:1)日比野編集委員長より、粘土科学の編集と発行状況について報告が

なされた。2) 蛯名編集員長より、Clay Scienceの編集と発行状況について報告がなされた。 

(2)研究発表会・見学会等の開催:河野常務委員長より、第 60回粘土科学討論会（九州大学）の実

施状況について報告が行われた。次に、丸茂実行委員長より、第 61回粘土科学討論会（富山大学）

の準備状況についての説明が行われた。 

(3)シンポジウム・セミナーの開催:田村企画委員長より、第 60 回粘土討論会でののシンポジウ

ム開催報告及び第 61回粘土討論会でのシンポジウム開催準備状況について報告がなされた。 

(4)標準試料:鈴木標準粘土委員長より、標準粘土の頒布状況について報告がなされた。 

(5)広報:横山広報委員より、ホームページの運用状況について報告がなされた。 

(6)渉外:佐藤渉外委員より、第 4 回アジア粘土会議での協議内容等についての報告がなされた。 

(7)表彰: 河野常務委員長より、平成 28 年度の報告および平成 29 年度の選考準備について説明

が行われた。 

(8)研究促進：河野常務委員長より、研究グループ援助の継続と現在進行している研究グループ

について報告がなされた。 

(9)庶務：篠原庶務委員より、日本地球惑星科学連合の第 15回学協会長会議の開催報告、関連学

協会への共催及び協賛の報告、会員動向についての報告が行われた。 

(10)学会誌等の電子化推進：河野常務委員長より、国立情報学研究所電子図書館事業(NII-ELS)に

掲載されている電子データの J-STAGEへの移管状況、ホームページ暫定版の運用状況と新バージ

ョンへ移行予定、「粘土科学」及び「Clay Science」の４月からの J-STAGE 登録開始予定が報告

された。 



2 

 

(11)常務委員会及び理事会：河野常務委員長より、常務委員会及び理事会の開催状況が報告され

た。 

 

２．平成 29年度会計中間報告 

志々目会計委員より、平成 29年度会計の中間報告が行われ、審議の結果、承認された。なお、

会費収入が予算に対して 100万円ほど不足している件について、会費未納者が多いためで、徐々

に入金される見込みである旨の説明があった。 

 

３．会計収支の改善に向けた対応について 

河野常務委員長より、会計収支の改善に向けた対応策についての説明が行われ、次の各事項に

ついて実施していくことが承認された。１．討論会関係では、特別講演での会員外の講演者への

謝礼の廃止、会員外の講演者への「粘土科学」誌の原稿料支払いの廃止、別刷り 50 部贈呈の廃

止。シンポジウム講演では、会員外及び賛助会員の講演者への謝礼の廃止、別刷り 50 部贈呈の

廃止、会員の講演者の懇親会への無料招待は行わない。また、講演要旨集への標準試料広告費の

支出を廃止する。２．粘土科学と Clay Scienceの同一発送を行う。３．粘土科学及び Clay Science 

の編集費支出を廃止する。４．粘土科学及び Clay Sciencの海外発送のうち、個人寄贈を中止す

る。５．粘土科学及び Clay Science の別刷買取り方式を掲載料方式へ変更する。掲載料の額は

現在の別刷買取り額と同じとする。また、６．Clay Science の J-STAGE をプラットホームとし

た電子ジャーナル化についても進めることとし、今後、実施に向けた具体的な検討を続けること

とした。なお、J-STAGE の運用についてはオープンアクセスで開始することが諮られ、承認され

た。 

 

４．日本粘土学会規程等の変更・制定について 

(1) 河野常務委員長より、粘土科学討論会に関する申し合わせ事項（案）の内容が説明され、審

議の結果、承認された。なお、シンポジウム講演については、講演内容を「粘土科学」又は「Clay 

Science」誌に掲載し、掲載の義務化はしないこととした。 

(2) 河野常務委員長より、粘土科学広告取り扱い規程（案）、Clay Science広告取り扱い規程（案）、

ホームページバナー広告取り扱い規程（案）の内容が説明され、審議の結果、粘土科学広告取り

扱い規程（案）及び Clay Science 広告取り扱い規程（案）が承認された。ホームページバナー

広告取り扱い規程（案）については、運用上の問題等について引き続き検討を行うこととした。 

 

５．粘土科学討論会 

(1) 第 60回粘土科学討論会会計報告 

河野常務委員長より、第 60回粘土科学討論会会計報告が行われ、審議の結果、承認された。 

(2) 第 61回粘土科学討論会について 

丸茂実行委員長より、第 61 回粘土科学討論会の実行計画について説明が行なわれた。富山大

学では、討論会用のメール使用ができないため、申込方法等を Webに限定する方向で検討中であ

ること。また、託児所は準備できないことが説明された。見学会として、①イタイタイ病資料館
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コース、②能登半島珪藻土コースの２つを設定する。能登半島珪藻土コースについては旅行代理

店に運営を依頼するため、参加希望者不足で実施ができない場合にも取扱い手数料を支払う必要

があることが説明された。 

 

６．粘土科学の表紙デザインの一部修正について 

日比野粘土科学編集委員長より、粘土科学の表紙デザインの一部修正についての提案があり、

承認された。 

 

７．Clay Scienceの表紙デザイン変更について 

蛯名 Clay Science 編集委員長より、Clay Science の表紙デザインの変更についての提案がな

された。審議の結果、さらに検討が必要であるため、理事会で引き継き審議を行うこととした。 

 

報告事項 

１．河野常務委員長より、研究グループ活動状況について報告がなされた。 

 

 

平成 29年 1月 28日 

一般社団法人日本粘土学会常務委員会 

常務委員長   河 野 元 治     ㊞   

監   事   月 村 勝 宏     ㊞   

監   事   山 崎 淳 司     ㊞   

 

 


